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(57)【要約】
【課題】表示品位及び信頼性を向上することが可能な液
晶表示装置を提供することを目的とする。
【解決手段】第１反射部及び第１透過部を有する第１画
素に配置された第１カラーフィルタ層３２Ｇと、第１反
射部の前記第１カラーフィルタ層に形成された第１開口
部ＯＰ１と、第２反射部及び第２透過部を有する第２画
素に配置された第２カラーフィルタ層３２Ｂと、第２反
射部の第２カラーフィルタ層に形成され第１開口部より
小さい第２開口部ＯＰ２と、第１乃至第２カラーフィル
タ層及び第１乃至第２開口部の上に配置されたオーバー
コート層と、第１反射部及び第２反射部のオーバーコー
ト層の上に配置され第１開口部のエッジの直上よりも外
側にエッジが形成された樹脂層３４と、オーバーコート
層及び樹脂層の上に配置された対向電極ＥＴと、を備え
たことを特徴とする液晶表示装置。
【選択図】　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に並んだ第１反射部及び第１透過部を有する第１画素に配置された第１カラー
フィルタ層と、
　前記第１反射部の前記第１カラーフィルタ層に形成された第１開口部と、
　前記第１画素の前記第１反射部の第１方向に直交する第２方向に並んだ第２反射部を有
するとともに前記第１画素の前記第１透過部の第２方向に並んだ第２透過部を有する第２
画素に配置された第２カラーフィルタ層と、
　前記第２反射部の前記第２カラーフィルタ層に形成され前記第１開口部より小さい第２
開口部と、
　前記第１乃至前記第２カラーフィルタ層及び前記第１乃至前記第２開口部の上に配置さ
れたオーバーコート層と、
　第２方向に延在して前記第１反射部及び前記第２反射部の前記オーバーコート層の上に
配置され、前記第１開口部のエッジの直上よりも外側にエッジが形成された樹脂層と、
　前記オーバーコート層及び前記樹脂層の上に配置された対向電極と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１開口部は、前記第２反射部の側に偏在したことを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項３】
　第１方向に並んだ第１反射電極及び第１透過電極を有する第１画素電極と、前記第１画
素電極の前記第１反射電極の第１方向に直交する第２方向に並んだ第２反射電極を有する
第２画素電極と、を備えた第１基板と、
　前記第１画素電極に向かい合う第１カラーフィルタ層と、前記第１カラーフィルタ層の
前記第１反射電極に向かい合う一部に形成された第１開口部と、前記第２画素電極に向か
い合う第２カラーフィルタ層と、前記第２カラーフィルタ層の前記第２反射電極に向かい
合う一部に形成され前記第１開口部より小さい第２開口部と、前記第１乃至前記第２カラ
ーフィルタ層及び前記第１乃至前記第２開口部の上に配置されたオーバーコート層と、前
記オーバーコート層の上で前記第１反射電極に向かい合うとともに第２方向に延在して前
記第２反射電極にも向かい合い前記第１開口部のエッジの直上よりも外側にエッジが形成
された樹脂層と、前記オーバーコート層及び前記樹脂層の上に配置された対向電極と、備
えた第２基板と、
　前記アレイ基板と前記対向基板との間に保持された液晶層と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　第１方向に並んだ第１反射部及び第１透過部を有する第１画素に配置された第１カラー
フィルタ層と、
　前記第１反射部の前記第１カラーフィルタ層に形成された第１開口部と、
　前記第１画素の前記第１反射部の第１方向に直交する第２方向に並んだ第２反射部を有
するとともに前記第１画素の前記第１透過部の第２方向に並んだ第２透過部を有する第２
画素に配置された第２カラーフィルタ層と、
　前記第２反射部の前記第２カラーフィルタ層に形成され前記第１開口部より大きい第２
開口部と、
　前記第２画素の前記第２反射部の第２方向に並んだ第３反射部を有するとともに前記第
２画素の前記第２透過部の第２方向に並んだ第３透過部を有する第３画素に配置された第
３カラーフィルタ層と、
　前記第３反射部の前記第３カラーフィルタ層に形成され前記第２開口部より小さい第３
開口部と、
　前記第１乃至前記第３カラーフィルタ層及び前記第１乃至前記第３開口部の上に配置さ
れたオーバーコート層と、
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　第２方向に延在して前記第１乃至前記第３反射部の前記オーバーコート層の上に配置さ
れた樹脂層と、
　前記オーバーコート層及び前記樹脂層の上に配置された対向電極と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　第１方向に並んだ第１反射電極及び第１透過電極を有する第１画素電極と、前記第１画
素電極の前記第１反射電極の第１方向に直交する第２方向に並んだ第２反射電極を有する
第２画素電極と、前記第２画素電極の前記第２反射電極の第２方向に並んだ第３反射電極
を有する第３画素電極と、を備えた第１基板と、
　前記第１画素電極に向かい合う第１カラーフィルタ層と、前記第１カラーフィルタ層の
前記第１反射電極に向かい合う一部に形成された第１開口部と、前記第２画素電極に向か
い合う第２カラーフィルタ層と、前記第２カラーフィルタ層の前記第２反射電極に向かい
合う一部に形成され前記第１開口部より大きい第２開口部と、前記第３画素電極に向かい
合う第３カラーフィルタ層と、前記第３カラーフィルタ層の前記第３反射電極に向かい合
う一部に形成され前記第２開口部より小さい第３開口部と、前記第１乃至前記第３カラー
フィルタ層及び前記第１乃至前記第３開口部の上に配置されたオーバーコート層と、前記
オーバーコート層の上で前記第１乃至前記第３反射電極に向かい合うとともに第２方向に
延在した樹脂層と、前記オーバーコート層及び前記樹脂層の上に配置された対向電極と、
備えた第２基板と、
　前記アレイ基板と前記対向基板との間に保持された液晶層と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置に係り、例えば各画素に反射部及び透過部を有する半透過型
の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、軽量、薄型、低消費電力などの特徴を生かして、パーソナルコンピュ
ータなどのＯＡ機器やテレビなどの表示装置として各種分野で利用されている。近年では
、液晶表示装置は、携帯電話などの携帯端末機器や、カーナビゲーション装置、ゲーム機
などの表示装置としても利用されている。
【０００３】
　半透過型の液晶表示装置においては、反射型として用いる場合に、光がカラーフィルタ
を２回通過するため、反射率の向上や色純度の低下が求められている。例えば、特許文献
１及び２によれば、カラーフィルタの一部に開口（あるいはカラーフィルタが無い非形成
部）を設ける技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３４１３６６号公報
【特許文献２】特開２００５－２８３８５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明の目的は、表示品位及び信頼性を向上することが可能な液晶表示装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の一態様によれば、
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　第１方向に並んだ第１反射部及び第１透過部を有する第１画素に配置された第１カラー
フィルタ層と、前記第１反射部の前記第１カラーフィルタ層に形成された第１開口部と、
前記第１画素の前記第１反射部の第１方向に直交する第２方向に並んだ第２反射部を有す
るとともに前記第１画素の前記第１透過部の第２方向に並んだ第２透過部を有する第２画
素に配置された第２カラーフィルタ層と、前記第２反射部の前記第２カラーフィルタ層に
形成され前記第１開口部より小さい第２開口部と、前記第１乃至前記第２カラーフィルタ
層及び前記第１乃至前記第２開口部の上に配置されたオーバーコート層と、第２方向に延
在して前記第１反射部及び前記第２反射部の前記オーバーコート層の上に配置され、前記
第１開口部のエッジの直上よりも外側にエッジが形成された樹脂層と、前記オーバーコー
ト層及び前記樹脂層の上に配置された対向電極と、を備えたことを特徴とする液晶表示装
置が提供される。
【０００７】
　あるいは、
　第１方向に並んだ第１反射電極及び第１透過電極を有する第１画素電極と、前記第１画
素電極の前記第１反射電極の第１方向に直交する第２方向に並んだ第２反射電極を有する
第２画素電極と、を備えた第１基板と、前記第１画素電極に向かい合う第１カラーフィル
タ層と、前記第１カラーフィルタ層の前記第１反射電極に向かい合う一部に形成された第
１開口部と、前記第２画素電極に向かい合う第２カラーフィルタ層と、前記第２カラーフ
ィルタ層の前記第２反射電極に向かい合う一部に形成され前記第１開口部より小さい第２
開口部と、前記第１乃至前記第２カラーフィルタ層及び前記第１乃至前記第２開口部の上
に配置されたオーバーコート層と、前記オーバーコート層の上で前記第１反射電極に向か
い合うとともに第２方向に延在して前記第２反射電極にも向かい合い前記第１開口部のエ
ッジの直上よりも外側にエッジが形成された樹脂層と、前記オーバーコート層及び前記樹
脂層の上に配置された対向電極と、備えた第２基板と、前記アレイ基板と前記対向基板と
の間に保持された液晶層と、を備えたことを特徴とする液晶表示装置が提供される。
【０００８】
　この発明の他の態様によれば、
　第１方向に並んだ第１反射部及び第１透過部を有する第１画素に配置された第１カラー
フィルタ層と、前記第１反射部の前記第１カラーフィルタ層に形成された第１開口部と、
前記第１画素の前記第１反射部の第１方向に直交する第２方向に並んだ第２反射部を有す
るとともに前記第１画素の前記第１透過部の第２方向に並んだ第２透過部を有する第２画
素に配置された第２カラーフィルタ層と、前記第２反射部の前記第２カラーフィルタ層に
形成され前記第１開口部より大きい第２開口部と、前記第２画素の前記第２反射部の第２
方向に並んだ第３反射部を有するとともに前記第２画素の前記第２透過部の第２方向に並
んだ第３透過部を有する第３画素に配置された第３カラーフィルタ層と、前記第３反射部
の前記第３カラーフィルタ層に形成され前記第２開口部より小さい第３開口部と、前記第
１乃至前記第３カラーフィルタ層及び前記第１乃至前記第３開口部の上に配置されたオー
バーコート層と、第２方向に延在して前記第１乃至前記第３反射部の前記オーバーコート
層の上に配置された樹脂層と、前記オーバーコート層及び前記樹脂層の上に配置された対
向電極と、を備えたことを特徴とする液晶表示装置が提供される。
【０００９】
　あるいは、
　第１方向に並んだ第１反射電極及び第１透過電極を有する第１画素電極と、前記第１画
素電極の前記第１反射電極の第１方向に直交する第２方向に並んだ第２反射電極を有する
第２画素電極と、前記第２画素電極の前記第２反射電極の第２方向に並んだ第３反射電極
を有する第３画素電極と、を備えた第１基板と、前記第１画素電極に向かい合う第１カラ
ーフィルタ層と、前記第１カラーフィルタ層の前記第１反射電極に向かい合う一部に形成
された第１開口部と、前記第２画素電極に向かい合う第２カラーフィルタ層と、前記第２
カラーフィルタ層の前記第２反射電極に向かい合う一部に形成され前記第１開口部より大
きい第２開口部と、前記第３画素電極に向かい合う第３カラーフィルタ層と、前記第３カ
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ラーフィルタ層の前記第３反射電極に向かい合う一部に形成され前記第２開口部より小さ
い第３開口部と、前記第１乃至前記第３カラーフィルタ層及び前記第１乃至前記第３開口
部の上に配置されたオーバーコート層と、前記オーバーコート層の上で前記第１乃至前記
第３反射電極に向かい合うとともに第２方向に延在した樹脂層と、前記オーバーコート層
及び前記樹脂層の上に配置された対向電極と、備えた第２基板と、前記アレイ基板と前記
対向基板との間に保持された液晶層と、を備えたことを特徴とする液晶表示装置が提供さ
れる。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、表示品位及び信頼性を向上することが可能な液晶表示装置を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、この発明の一実施の形態に係る液晶表示装置の構成を概略的に示す図で
ある。
【図２】図２は、図１に示した液晶表示装置の構造を概略的に示す断面図である。
【図３】図３は、図１に示した液晶表示装置に適用可能なアレイ基板の構造を模式的に示
す平面図である。
【図４】図４は、図３に示したアレイ基板に重ね合わせ可能な対向基板の構造を概略的に
示す平面図である。
【図５】図５は、図３に示したアレイ基板に重ね合わせ可能な第１実施形態の対向基板の
構造を概略的に示す平面図である。
【図６】図６は、第１実施形態の変形例１における対向基板の構造を概略的に示す平面図
である。
【図７】図７は、第１実施形態の変形例２における対向基板の構造を概略的に示す平面図
である。
【図８】図８は、第１実施形態の変形例３における対向基板の構造を概略的に示す平面図
である。
【図９】図９は、第１実施形態の変形例４における対向基板の構造を概略的に示す平面図
である。
【図１０】図１０は、図３に示したアレイ基板に重ね合わせ可能な第２実施形態の対向基
板の構造を概略的に示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、この発明の一実施の形態に係る液晶表示装置について図面を参照して説明する。
ここでは、各画素がバックライトからの光を選択的に透過して画像を表示する透過部と、
外光を選択的に反射して画像を表示する反射部とを有する半透過型の液晶表示装置を例に
説明する。
【００１３】
　図１に示すように、液晶表示装置は、アクティブマトリクスタイプの液晶表示装置であ
って、液晶表示パネルＬＰＮを備えている。この液晶表示パネルＬＰＮは、一対の基板、
すなわち第１基板としてのアレイ基板ＡＲと、アレイ基板ＡＲに向かい合うように配置さ
れた第２基板としての対向基板ＣＴと、を備えている。これらのアレイ基板ＡＲと対向基
板ＣＴとは、シール材ＳＥによって貼り合わせられている。また、液晶表示パネルＬＰＮ
は、アレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとの間に保持された液晶層ＬＱを備えている。
【００１４】
　このような液晶表示パネルＬＰＮは、画像を表示する表示エリアすなわちアクティブエ
リアＤＳＰを備えている。このアクティブエリアＤＳＰは、シール材ＳＥによって囲まれ
ており、ｍ×ｎ個のマトリクス状に配置された複数の画素ＰＸによって構成されている（
但し、ｍ及びｎは正の整数である）。
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【００１５】
　アレイ基板ＡＲは、アクティブエリアＤＳＰにおいて、行方向Ｈに沿ってそれぞれ延出
したｎ本のゲート線Ｙ（Ｙ１～Ｙｎ）、各ゲート線Ｙと交差するように列方向Ｖに沿って
それぞれ延出したｍ本のソース線Ｘ（Ｘ１～Ｘｍ）、各画素ＰＸにおいてゲート線Ｙとソ
ース線Ｘとの交差部を含む領域に配置されたｍ×ｎ個のスイッチング素子Ｗ、各画素ＰＸ
に配置されそれぞれスイッチング素子Ｗに接続されたｍ×ｎ個の画素電極ＥＰなどを備え
ている。
【００１６】
　また、アレイ基板ＡＲは、各画素ＰＸにおいて蓄積容量素子ＣＳを備えている。この蓄
積容量素子ＣＳは、補助容量線ＡＹ及びこの補助容量線ＡＹに向かい合う補助容量電極Ａ
Ｅを有している。
【００１７】
　ゲート線Ｙ及び補助容量線ＡＹは、アクティブエリアＤＳＰにおいて交互に配置されて
いる。すなわち、ｎ本の補助容量線ＡＹは、行方向Ｈに沿って延出し、ゲート線Ｙと略平
行に配置されている。これらのゲート線Ｙ及び補助容量線ＡＹは、ソース線Ｘと略直交し
ている。このようなゲート線Ｙ及び補助容量線ＡＹ、ソース線Ｘ、は、例えばアルミニウ
ム、モリブデン、タングステン、チタンなどの低抵抗な導電材料によって形成されている
。
【００１８】
　各スイッチング素子Ｗは、例えば、ｎチャネル薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）によって構
成されている。スイッチング素子Ｗのゲート電極ＷＧは、ゲート線Ｙに電気的に接続され
ている（あるいは、ゲート電極ＷＧはゲート線Ｙと一体的に形成されている）。スイッチ
ング素子Ｗのソース電極ＷＳは、ソース線Ｘに電気的に接続されている（あるいは、ソー
ス電極ＷＳはソース線Ｘと一体に形成されている）。スイッチング素子Ｗのドレイン電極
ＷＤは、画素電極ＥＰに電気的に接続されている。
【００１９】
　ｎ本のゲート線Ｙは、それぞれアクティブエリアＤＳＰの外側に引き出され、ゲートド
ライバＹＤに接続されている。ゲートドライバＹＤは、コントローラＣＮＴによる制御に
基づいてｎ本のゲート線Ｙに順次走査信号（駆動信号）を供給する。また、ｍ本のソース
線Ｘは、それぞれアクティブエリアＤＳＰの外側に引き出され、ソースドライバＸＤに接
続されている。ソースドライバＸＤは、コントローラＣＮＴによる制御に基づいてｍ本の
ソース線Ｘに映像信号（駆動信号）を供給する。
【００２０】
　一方、対向基板ＣＴは、アクティブエリアＤＳＰにおいて、対向電極ＥＴなどを備えて
いる。この対向電極ＥＴは、複数の画素ＰＸに共通である。つまり、対向電極ＥＴは、各
画素ＰＸの画素電極ＥＰと向かい合い、アクティブエリアＤＳＰの外側において、コモン
電位のコモン端子ＣＯＭに電気的に接続されている。
【００２１】
　液晶表示パネルＬＰＮの構造について、以下により詳細に説明する。
【００２２】
　図２に示すように、液晶表示パネルＬＰＮのアレイ基板ＡＲは、ガラス板や石英板など
の光透過性を有する絶縁基板１０を用いて形成されている。このアレイ基板ＡＲは、絶縁
基板１０の第１面１０Ａつまり対向基板ＣＴと向かい合う側に、スイッチング素子Ｗ、画
素電極ＥＰなどを備えている。
【００２３】
　スイッチング素子Ｗは、トップゲート型のＴＦＴであり、絶縁基板１０の上に配置され
た半導体層１２を備えている。この半導体層１２は、例えば、ポリシリコンやアモルファ
スシリコンなどによって形成可能であり、ここではポリシリコンによって形成されている
。半導体層１２は、チャネル領域１２Ｃを挟んだ両側にそれぞれソース領域１２Ｓ及びド
レイン領域１２Ｄを有している。
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【００２４】
　なお、絶縁基板１０と半導体層１２との間には、絶縁膜であるアンダーコート層が介在
していても良い。このようなアンダーコート層は、例えば、酸化シリコン及び窒化シリコ
ンなどの無機系材料によって形成される。
【００２５】
　この半導体層１２は、第１絶縁膜であるゲート絶縁膜１４によって覆われている。また
、ゲート絶縁膜１４は、絶縁基板１０の上にも配置されている。このゲート絶縁膜１４は
、例えば、酸化シリコン及び窒化シリコンなどの無機系材料によって形成されている。
【００２６】
　スイッチング素子Ｗのゲート電極ＷＧは、ゲート絶縁膜１４の上に配置され、半導体層
１２のチャネル領域１２Ｃの直上に位置している。このゲート電極ＷＧは、例えば、ゲー
ト絶縁膜１４の上に配置されたゲート線Ｙと一体的に形成されている。このようなゲート
線Ｙ、及び、ゲート電極ＷＧは、同一材料を用いて同一工程で形成可能である。
【００２７】
　これらのゲート線Ｙ、及び、ゲート電極ＷＧは、第２絶縁膜である層間絶縁膜１６によ
って覆われている。また、この層間絶縁膜１６は、ゲート絶縁膜１４の上にも配置されて
いる。この層間絶縁膜１６は、例えば、酸化シリコン及び窒化シリコンなどの無機系材料
によって形成されている。
【００２８】
　スイッチング素子Ｗのソース電極ＷＳは、層間絶縁膜１６の上に配置されている。この
ソース電極ＷＳは、例えば、層間絶縁膜１６の上に配置されたソース線Ｘと一体的に形成
されている。また、ソース電極ＷＳは、半導体層１２のソース領域１２Ｓにコンタクトし
ている。
【００２９】
　スイッチング素子Ｗのドレイン電極ＷＤは、層間絶縁膜１６の上に配置されている。こ
のドレイン電極ＷＤは、半導体層１２のドレイン領域１２Ｄにコンタクトしている。これ
らのソース線Ｘ、ソース電極ＷＳ、及び、ドレイン電極ＷＤは、同一材料を用いて同一工
程で形成可能である。
【００３０】
　ソース線Ｘ、ソース電極ＷＳ、及び、ドレイン電極ＷＤは、第３絶縁膜である有機絶縁
膜１８によって覆われている。また、この有機絶縁膜１８は、層間絶縁膜１６の上にも配
置されている。このような有機絶縁膜１８は、例えば、光透過性を有する樹脂層などの有
機系材料によって形成されている。このような有機絶縁膜１８は、例えば、スピンコート
などの手法によって塗布された後に硬化処理されることにより形成されている。このため
、有機絶縁膜１８は、下地の凹凸を吸収し、その表面つまり液晶層ＬＱに面する側が概ね
平坦に形成されている。
【００３１】
　画素電極ＥＰは、有機絶縁膜１８の上に配置され、ドレイン電極ＷＤと電気的に接続さ
れている。このような画素電極ＥＰは、反射電極Ｒ及び透過電極Ｔを有している。反射電
極Ｒは、画素ＰＸの反射部ＰＲに配置されている。この反射電極Ｒは、アルミニウム（Ａ
ｌ）などの光反射性を有する導電材料によって形成されている。透過電極Ｔは、画素ＰＸ
の透過部ＰＴに配置されている。この透過電極Ｔは、インジウム・ティン・オキサイド（
ＩＴＯ）やインジウム・ジンク・オキサイド（ＩＺＯ）などの光透過性を有する導電材料
によって形成されている。
【００３２】
　このような構成のアレイ基板ＡＲの対向基板ＣＴと向かい合う側の表面、つまり、液晶
層ＬＱに接する面は、第１配向膜２０によって覆われている。第１配向膜２０は、例えば
、ポリイミド（ＰＩ）によって形成されている。
【００３３】
　一方、液晶表示パネルＬＰＮの対向基板ＣＴは、ガラス板や石英板などの光透過性を有
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する絶縁基板３０を用いて形成されている。この対向基板ＣＴは、絶縁基板３０の第１面
３０Ａつまりアレイ基板ＡＲと向かい合う側に、ブラックマトリクス３１、カラーフィル
タ層３２、オーバーコート層３３、樹脂層３４、対向電極ＥＴなどを備えている。
【００３４】
　ブラックマトリクス３１は、画素ＰＸの間に配置されている。このブラックマトリクス
３１は、黒色に着色された樹脂材料やクロム（Ｃｒ）などの遮光性を有する金属材料など
によって形成可能である。このようなブラックマトリクス３１は、絶縁基板３０の上に配
置され、アレイ基板ＡＲに設けられたスイッチング素子Ｗや、上述したゲート線Ｙ及びソ
ース線Ｘなどの各種配線に対向している。
【００３５】
　カラーフィルタ層３２は、各画素ＰＸに配置され、画素電極ＥＰと向かい合っている。
このようなカラーフィルタ層３２は、絶縁基板３０の上に配置され、カラーフィルタ層３
２の周囲を囲むように配置されたブラックマトリクス３１に一部が積層されている。この
ようなカラーフィルタ層３２の反射電極Ｒに向かい合う一部には開口部ＯＰが形成されて
いる。この開口部ＯＰは、カラーフィルタ層３２を絶縁基板３０まで貫通している。
【００３６】
　オーバーコート層３３は、カラーフィルタ層３２及び開口部ＯＰの上に配置されている
。このオーバーコート層３３は、カラーフィルタ層３２の表面の凹凸の影響を緩和し、そ
の表面つまり液晶層ＬＱに面する側が概ね平坦に形成されている。このようなオーバーコ
ート層３３は、透明な樹脂材料によって形成されている。
【００３７】
　樹脂層３４は、反射部ＰＲに配置され、反射電極Ｒと向かい合っている。なお、樹脂層
３４は、透過部ＰＴには配置されていない。このような樹脂層３４は、オーバーコート層
３３の上に配置されている。この樹脂層３４は、透明な樹脂材料によって形成されている
。
【００３８】
　対向電極ＥＴは、各画素ＰＸの画素電極ＥＰと向かい合っている。このような対向電極
ＥＴは、オーバーコート層３３及び樹脂層３４の上に配置されている。この対向電極ＥＴ
は、ＩＴＯやＩＺＯなどの光透過性を有する導電材料によって形成されている。
【００３９】
　このような対向基板ＣＴのアレイ基板ＡＲと向かい合う側の表面、つまり液晶層ＬＱに
接する面は、第２配向膜３６によって覆われている。第２配向膜３６は、第１配向膜２０
と同様に、例えばポリイミドによって形成されている。
【００４０】
　上述したようなアレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとは、それぞれの第１配向膜２０及び第
２配向膜３６が対向するように配置されている。このとき、アレイ基板ＡＲの第１配向膜
２０と対向基板ＣＴの第２配向膜３６との間には、図示しないスペーサ（例えば、樹脂材
料によって一方の基板に一体的に形成された柱状スペーサ）が配置されている。これによ
り、アレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとの間に、所定のセルギャップが形成されている。
【００４１】
　液晶層ＬＱは、上述したセルギャップに封入されている。すなわち、液晶層ＬＱは、ア
レイ基板ＡＲの画素電極ＥＰと対向基板ＣＴの対向電極ＥＴとの間に保持された液晶分子
を含む液晶組成物によって構成されている。液晶層ＬＱと画素電極ＥＰとの間には、第１
配向膜２０が介在している。液晶層ＬＱと対向電極ＥＴとの間には、第２配向膜３６が介
在している。
【００４２】
　液晶表示パネルＬＰＮの一方の外面、つまり、アレイ基板ＡＲを構成する絶縁基板１０
の第１面１０Ａとは反対側の第２面１０Ｂには、第１偏光板ＰＬ１を有する第１光学素子
ＯＤ１が接着剤などにより貼付されている。また、液晶表示パネルＬＰＮの他方の外面、
つまり、対向基板ＣＴを構成する絶縁基板３０の第１面３０Ａとは反対側の第２面３０Ｂ
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には、第２偏光板ＰＬ２を有する第２光学素子ＯＤ２が接着剤などにより貼付されている
。なお、第１光学素子ＯＤ１及び第２光学素子ＯＤ２は、必要に応じて位相差板を有して
いてもよい。
【００４３】
　また、図２に示すように、液晶表示パネルＬＰＮを照明するバックライトＢＬは、液晶
表示パネルＬＰＮのアレイ基板ＡＲと向かい合う側に配置されている。このようなバック
ライトＢＬとしては、種々の形態が適用可能であり、また、光源として発光ダイオードを
利用したものや冷陰極管を利用したものなどのいずれでも適用可能であり、詳細な構造に
ついては説明を省略する。
【００４４】
　図３は、本実施形態におけるアレイ基板ＡＲの構造を模式的に示す平面図である。この
図３において、各画素ＰＸは、列方向（第１方向）Ｖに並んだ反射部ＰＲ及び透過部ＰＴ
を有している。第１画素ＰＸ１、第２画素ＰＸ２、及び、第３画素ＰＸ３は、この順に行
方向（第２方向）Ｈに並んでいる。例えば、第１画素ＰＸ１は緑色を表示する緑色画素で
あり、第２画素ＰＸ２は青色を表示する青色画素であり、第３画素ＰＸ３は赤色を表示す
る赤色画素である。
【００４５】
　第１画素ＰＸ１は、第１反射部ＰＲ１に配置された第１反射電極Ｒ１及び第１透過部Ｐ
Ｔ１に配置された第１透過電極Ｔ１を有する第１画素電極ＥＰ１を備えている。第１反射
電極Ｒ１及び第１透過電極Ｔ１は、列方向Ｖに並んでいる。
【００４６】
　第２画素ＰＸ２は、第２反射部ＰＲ２に配置された第２反射電極Ｒ２及び第２透過部Ｐ
Ｔ２に配置された第２透過電極Ｔ２を有する第２画素電極ＥＰ２を備えている。第２反射
電極Ｒ２及び第２透過電極Ｔ２は、列方向Ｖに並んでいる。
【００４７】
　第３画素ＰＸ３は、第３反射部ＰＲ３に配置された第３反射電極Ｒ３及び第３透過部Ｐ
Ｔ３に配置された第３透過電極Ｔ３を有する第３画素電極ＥＰ３を備えている。第３反射
電極Ｒ３及び第３透過電極Ｔ３は、列方向Ｖに並んでいる。
【００４８】
　第１反射部ＰＲ１、第２反射部ＰＲ２、及び、第３反射部ＰＲ３は、この順に行方向Ｈ
に並んでいる。つまり、第１反射電極Ｒ１、第２反射電極Ｒ２、及び、第３反射電極Ｒ３
は、この順に行方向Ｈに並んでいる。第１透過部ＰＴ１、第２透過部ＰＴ２、及び、第３
透過部ＰＴ３は、この順に行方向Ｈに並んでいる。つまり、第１透過電極Ｔ１、第２透過
電極Ｔ２、及び、第３透過電極Ｔ３は、この順に行方向Ｈに並んでいる。
【００４９】
　図４は、図３に示したアレイ基板ＡＲに重ね合わせられる対向基板ＣＴの構造を模式的
に示す平面図である。この図４において、図３と同様に、第１画素（緑色画素）ＰＸ１、
第２画素（青色画素）ＰＸ２、及び、第３画素（赤色画素）ＰＸ３は、この順に行方向（
第２方向）Ｈに並んでいる。
【００５０】
　ブラックマトリクス３１によって挟まれた第１画素ＰＸ１の第１反射部ＰＲ１及び第１
透過部ＰＴ１には、カラーフィルタ層３２Ｇが配置されている。このカラーフィルタ層３
２Ｇは、緑色に着色された樹脂材料によって形成されている。第１反射部ＰＲに配置され
たカラーフィルタ層３２Ｇには、第１開口部ＯＰ１が形成されている。第１開口部ＯＰ１
は、四角形に形成され、向かい合う２辺ＯＳ１及びＯＳ２がブラックマトリクス３１に近
接している。
【００５１】
　同様に、ブラックマトリクス３１によって挟まれた第２画素ＰＸ２の第２反射部ＰＲ２
及び第２透過部ＰＴ２には、カラーフィルタ層３２Ｂが配置されている。このカラーフィ
ルタ層３２Ｂは、青色に着色された樹脂材料によって形成されている。第２反射部ＰＲ２
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に配置されたカラーフィルタ層３２Ｂには、第２開口部ＯＰ２が形成されている。この第
２開口部ＯＰ２は、円形に形成されている。
【００５２】
　同様に、ブラックマトリクス３１によって挟まれた第３画素ＰＸ３の第３反射部ＰＲ３
及び第３透過部ＰＴ３には、カラーフィルタ層３２Ｒが配置されている。このカラーフィ
ルタ層３２Ｒは、赤色に着色された樹脂材料によって形成されている。第３反射部ＰＲ３
に配置されたカラーフィルタ層３２Ｒには、第３開口部ＯＰ３が形成されている。この第
３開口部ＯＰ３は、第２開口部ＯＰ２と同様の円形に形成されている。
【００５３】
　樹脂層３４は、行方向Ｈに延在し、例えば３つの画素毎の反射部すなわち第１画素ＰＸ
１の第１反射部ＰＲ１、第２画素ＰＸ２の第２反射部ＰＲ２、及び、第３画素ＰＸ３の第
３反射部ＰＲ３に共通に配置されている。すなわち、この樹脂層３４は、図示しないオー
バーコート層を介して、第１画素ＰＸ１のカラーフィルタ層３２Ｇの直上、第１画素ＰＸ
１と第２画素ＰＸ２との間のブラックマトリクス３１の直上、第２画素ＰＸ２のカラーフ
ィルタ層３２Ｂの直上、第２画素ＰＸ２と第３画素ＰＸ３との間のブラックマトリクス３
１の直上、及び、第３画素ＰＸ３のカラーフィルタ層３２Ｒの直上に連なって配置されて
いる。当然のことながら、樹脂層３４は、第１開口部ＯＰ１、第２開口部ＯＰ２、及び、
第３開口部ＯＰ３の直上にも配置されている。図示していないが、第１画素ＰＸ１乃至第
３画素ＰＸ３は行方向Ｈに繰り返し配置され、これに対応して樹脂層３４も３つの画素毎
に繰り返し配置されている。
【００５４】
　このように本実施形態においては、樹脂層３４を３つの画素毎に区切り、樹脂層３４と
この樹脂層３４の行方向（第２方向）に隣接する樹脂層３４とをブラックマトリクス３１
の幅だけ離間して配置している。言い換えれば、赤色、青色、緑色の３色の画素を一つの
単位として、この単位毎に樹脂層３４を島状に配置している。このように樹脂層３４を配
置することにより、オーバーコート層３３、及び、樹脂層３４上に塗布される膜、例えば
、配向膜等が、島状に配置された樹脂層３４間の溝を流れ基板全体にムラ無く塗布するこ
とができる。これに対し、樹脂層３４が、間断無く一続きに各画素を横切って配置されて
いる場合には、樹脂層３４と列方向（Ｖ方向）に隣接する樹脂層３４との間に配向膜等の
塗布膜が溜まり、塗布膜がムラになる虞がある。
【００５５】
　樹脂層３４は、長方形状に形成され、四方のエッジとして、行方向Ｈに延びた一対の長
辺Ｌ１及びＬ２と、列方向Ｖに延びた一対の短辺Ｓ１及びＳ２とを有している。長辺Ｌ１
及びＬ２の長さは、３画素分の行方向Ｈに沿った長さと略同等である。短辺Ｓ１及びＳ２
の長さは、１画素例えば第１反射部ＰＲ１の列方向Ｖに沿った長さと略同等である。樹脂
層３４の短辺Ｓ１は、ブラックマトリクス３１及び第１開口部ＯＰ１の辺ＯＳ１の略直上
に位置している。
【００５６】
　対向電極ＥＴは、第１乃至第３反射部ＰＲ１乃至ＰＲ３における樹脂層３４の上、及び
、第１乃至第３透過部ＰＴ１乃至ＰＴ３における図示しないオーバーコート層の上に配置
されている。このような対向電極ＥＴにおいて、樹脂層３４の短辺Ｓ１を覆う部分にて、
剥離が発生しやすい。これは、第１開口部ＯＰ１が第２開口部ＯＰ２及び第３開口部ＯＰ
３よりも大きく、しかも、樹脂層３４の短辺Ｓ１、ブラックマトリクス３１、及び、カラ
ーフィルタ層３２Ｇに形成された第１開口部ＯＰ１の辺ＯＳ１が近接しているために、樹
脂層３４、ブラックマトリクス３１、及び、カラーフィルタ層３２Ｇを形成する材料の熱
膨張係数の違いから生じる応力歪が集中することに起因している。
【００５７】
　図５は、図３に示したアレイ基板ＡＲに重ね合わせられる第１実施形態の対向基板ＣＴ
の構造を模式的に示す平面図である。なお、図４に示した対向基板ＣＴと同一構成につい
ては同一の参照符号を付して詳細な説明を省略する。
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【００５８】
　ブラックマトリクス３１間の第１画素ＰＸ１に配置されたカラーフィルタ層３２Ｇには
、第１反射部ＰＲ１において略四角形状の第１開口部ＯＰ１が形成されている。この第１
開口部ＯＰ１は、四方のエッジとして、辺ＯＳ１～ＯＳ４を有している。このような第１
開口部ＯＰ１は、第２画素ＰＸ２の第２反射部ＰＲ２のカラーフィルタ層３２Ｂに形成さ
れた円形状の第２開口部ＯＰ２、及び、第３画素ＰＸ３の第３反射部ＰＲ３のカラーフィ
ルタ層３２Ｒに形成された円形状の第３開口部ＯＰ３のいずれの面積よりも大きく形成さ
れている。
【００５９】
　樹脂層３４は、第１乃至第３反射部ＰＲ１乃至ＰＲ３に配置されており、当然のことな
がら、第１乃至第３開口部ＯＰ１乃至ＯＰ３の上にも配置されている。このような樹脂層
３４は、長方形状に形成され、四方のエッジとして、行方向Ｈに延びた一対の長辺Ｌ１及
びＬ２と、列方向Ｖに延びた一対の短辺Ｓ１及びＳ２とを有している。これらの短辺Ｓ１
及びＳ２、及び、長辺Ｌ１及びＬ２は、いずれも第１開口部ＯＰ１の辺ＯＳ１～ＯＳ４の
直上に重なることはなく、これらの辺ＯＳ１～ＯＳ４の直上の位置よりも外側に位置して
いる。
【００６０】
　この第１実施形態においては、樹脂層３４によって覆われる３つの反射部ＰＲ１乃至Ｐ
Ｒ３のうち、端側の第１反射部ＰＲ１に形成された第１開口部ＯＰ１は、中央寄り、つま
り第２反射部ＰＲ２の側に偏在している。つまり、第１開口部ＯＰ１は、樹脂層３４の短
辺Ｓ１から離間して配置され、第１画素ＰＸ１と第２画素ＰＸ２との間のブラックマトリ
クス３１に近接している。また、このような構成の対向基板ＣＴを図３に示したアレイ基
板ＡＲと重ね合わせた場合には、第１開口部ＯＰ１は、第２画素ＰＸ２に配置された第２
反射電極Ｒ２の側に偏在している。
【００６１】
　このため、第１開口部ＯＰ１の辺ＯＳ１は、樹脂層３４の短辺Ｓ１から距離を置いて配
置されている。また、第１開口部ＯＰ１の他の辺ＯＳ２～ＯＳ４のいずれも樹脂層３４の
短辺Ｓ１及びＳ２、及び、長辺Ｌ１及びＬ２より内側に配置されている。第１開口部ＯＰ
１の辺ＯＳ１～ＯＳ４は、樹脂層３４の短辺Ｓ１及びＳ２、及び、長辺Ｌ１及びＬ２から
７μｍ以上離れて配置されることが望ましい。
【００６２】
　このような第１実施形態によれば、局所的な応力歪の集中を抑制することができ、第１
乃至第３反射部ＰＲ１乃至ＰＲ３における樹脂層３４の上、及び、第１乃至第３透過部Ｐ
Ｔ１乃至ＰＴ３における図示しないオーバーコート層の上に配置された対向電極ＥＴの剥
離を抑制することができる。
【００６３】
　したがって、対向電極ＥＴの剥離に起因した表示不良の発生及び気泡の発生を防止する
ことができ、表示品位を向上することが可能となるとともに、信頼性を向上することが可
能となる。
【００６４】
　なお、この第１実施形態では、緑色画素である第１画素ＰＸ１に形成された第１開口部
ＯＰ１が最も大きい場合について説明したが、第１画素ＰＸ１が青色画素や赤色画素であ
っても良い。つまり、青色画素や赤色画素に最も大きい開口部が形成されても良い。行方
向Ｈに並んだ複数の画素ＰＸに跨って樹脂層３４を配置した場合、樹脂層３４の短辺Ｓ１
及びＳ２がカラーフィルタ層に形成された開口部のエッジの直上よりも外側に位置してい
ることにより、対向電極ＥＴの剥離を抑制できる。
【００６５】
　特に、樹脂層３４の端側の画素に最も大きい開口部が形成されている場合には、樹脂層
３４のエッジが開口部のエッジの直上よりも外側に位置していることにより、開口部に起
因したカラーフィルタ層の段差の影響が緩和され、オーバーコート層３３を介して配置さ
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れる樹脂層３４の凹凸も小さくなることから、樹脂層３４の上に配置される対向電極ＥＴ
の剥離を抑制できる。
【００６６】
　次に、第１実施形態の変形例について説明する。
【００６７】
　図６に示した変形例１では、第１開口部ＯＰ１は、円形に形成されている。この第１開
口部ＯＰ１の面積は、図５に示した四角形状の第１開口部と略同一であり、第２開口部Ｏ
Ｐ２及び第３開口部ＯＰ３の面積よりも大きい。樹脂層３４の短辺Ｓ１及びＳ２、及び、
長辺Ｌ１及びＬ２は、いずれも第１開口部ＯＰ１のエッジの直上の位置よりも外側に位置
している。
【００６８】
　このような変形例１においても、上述したのと同様の効果が得られる。
【００６９】
　図７に示した変形例２では、第１開口部ＯＰ１は、ピンクッション形（あるいは糸巻き
型）に形成されている。すなわち、第１開口部ＯＰ１は、略四角形状でありながら、四方
のエッジである辺ＯＳ１～ＯＳ４が内側に窪むように湾曲している。この第１開口部ＯＰ
１の面積は、図５に示した四角形状の第１開口部と略同一であり、第２開口部ＯＰ２及び
第３開口部ＯＰ３の面積よりも大きい。樹脂層３４の短辺Ｓ１及びＳ２、及び、長辺Ｌ１
及びＬ２は、いずれも第１開口部ＯＰ１の辺ＯＳ１～ＯＳ４の直上の位置よりも外側に位
置している。
【００７０】
　このような変形例２においても、上述したのと同様の効果が得られる。
【００７１】
　図８に示した変形例３では、第１開口部ＯＰ１は、複数の孔ＨＬ…によって形成されて
いる。各孔ＨＬは、例えば円形に形成されているが、他の形状、例えば三角形や四角形な
どの多角形状であっても良い。これらの孔ＨＬは、マトリクス状に配置されている。これ
らの孔ＨＬの総面積つまり第１開口部ＯＰ１の面積は、図５に示した四角形状の第１開口
部と略同一であり、第２開口部ＯＰ２及び第３開口部ＯＰ３の面積よりも大きい。樹脂層
３４の短辺Ｓ１及びＳ２、及び、長辺Ｌ１及びＬ２は、いずれも各孔ＨＬの直上の位置よ
りも外側に位置している。
【００７２】
　このような変形例３においても、上述したのと同様の効果が得られる。加えて、第１開
口部ＯＰ１が微小な直径を有する複数の孔ＨＬによって形成されたことにより、これらの
上に配置されるオーバーコート層３３を介して配置される樹脂層３４の凹凸もさらに小さ
くなることから、樹脂層３４の上に配置される対向電極ＥＴの剥離を抑制できる。
【００７３】
　図９に示した変形例４では、第１開口部ＯＰ１は、複数のスリットＳＬ…によって形成
されている。各スリットＳＬは、列方向Ｖに延びた略長方形状である。これらのスリット
ＳＬは、行方向Ｈに沿って並んでいる。これらのスリットＳＬの総面積つまり第１開口部
ＯＰ１の面積は、図５に示した四角形状の第１開口部と略同一であり、第２開口部ＯＰ２
及び第３開口部ＯＰ３の面積よりも大きい。樹脂層３４の短辺Ｓ１及びＳ２、及び、長辺
Ｌ１及びＬ２は、いずれも各スリットＳＬの直上の位置よりも外側に位置している。
【００７４】
　このような変形例４においても、上述した変形例３と同様の効果が得られる。
【００７５】
　次に、第２実施形態について説明する。
【００７６】
　図１０は、図３に示したアレイ基板ＡＲに重ね合わせられる第２実施形態の対向基板Ｃ
Ｔの構造を模式的に示す平面図である。なお、図４に示した対向基板ＣＴと同一構成につ
いては同一の参照符号を付して詳細な説明を省略する。
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【００７７】
　この第２実施形態では、行方向Ｈに並んだ３以上の画素ＰＸに跨って樹脂層３４が配置
される場合に、樹脂層３４の両端に位置する画素に形成された開口部の面積が、それらの
間の画素に形成された開口部の面積よりも小さい点で、上述した第１実施形態と相違して
いる。
【００７８】
　図１０に示した例では、第１画素ＰＸ１、第２画素ＰＸ２、及び、第３画素ＰＸ３は、
この順に行方向Ｈに並んでいる。例えば、第１画素ＰＸ１は赤色を表示する赤色画素であ
り、第２画素ＰＸ２は緑色を表示する緑色画素であり、第３画素ＰＸ３は青色を表示する
青色画素である。
【００７９】
　ブラックマトリクス３１間の第１画素ＰＸ１において、第１透過部ＰＴ１及び第１反射
部ＰＲ１には、カラーフィルタ層３２Ｒが配置されている。このカラーフィルタ層３２Ｒ
には、第１反射部ＰＲ１において円形状の第１開口部ＯＰ１が形成されている。同様に、
ブラックマトリクス３１間の第３画素ＰＸ３において、第３透過部ＰＴ３及び第３反射部
ＰＲ３には、カラーフィルタ層３２Ｂが配置されている。このカラーフィルタ層３２Ｂに
は、第３反射部ＰＲ３において円形状の第３開口部ＯＰ３が形成されている。これらの第
１開口部ＯＰ１及び第３開口部ＯＰ３は、略同等の面積である。
【００８０】
　ブラックマトリクス３１間の第２画素ＰＸ２において、第２透過部ＰＴ２及び第２反射
部ＰＲ２には、カラーフィルタ層３２Ｇが配置されている。このカラーフィルタ層３２Ｇ
には、第２反射部ＰＲ２において略四角形状の第２開口部ＯＰ２が形成されている。この
第２開口部ＯＰ２は、四方のエッジとして、辺ＯＳ１～ＯＳ４を有している。このような
第２開口部ＯＰ２は、第１開口部ＯＰ１及び第３開口部ＯＰ３のいずれの面積よりも大き
く形成されている。
【００８１】
　樹脂層３４は、第１乃至第３反射部ＰＲ１乃至ＰＲ３に配置されており、当然のことな
がら、第１乃至第３開口部ＯＰ１乃至ＯＰ３の上にも配置されている。このような樹脂層
３４は、長方形状に形成され、四方のエッジとして、行方向Ｈに延びた一対の長辺Ｌ１及
びＬ２と、列方向Ｖに延びた一対の短辺Ｓ１及びＳ２とを有している。これらの短辺Ｓ１
及びＳ２、及び、長辺Ｌ１及びＬ２は、いずれも第２開口部ＯＰ２の辺ＯＳ１～ＯＳ４の
直上に重なることはなく、これらの辺ＯＳ１～ＯＳ４の直上の位置よりも外側に位置して
いる。
【００８２】
　この第２実施形態においては、樹脂層３４によって覆われる３つの反射部ＰＲ１乃至Ｐ
Ｒ３のうち、樹脂層３４の両側の第１反射部ＰＲ１に形成された第１開口部ＯＰ１及び第
３反射部ＰＲ３に形成された第３開口部ＯＰ３は、樹脂層３４の中央の第２反射部ＰＲ２
に形成された第２開口部ＯＰ２よりも小さい面積を有している。換言すると、樹脂層３４
の中央の第２反射部ＰＲ２に形成された第２開口部ＯＰ２は、最も大きい面積を有してい
る。また、このような構成の対向基板ＣＴを図３に示したアレイ基板ＡＲと重ね合わせた
場合には、第２開口部ＯＰ２は、第２画素ＰＸ２に配置された第２反射電極Ｒ２に向かい
合っている。
【００８３】
　このため、第２開口部ＯＰ２のいずれの辺ＯＳ１～ＯＳ４も樹脂層３４の短辺Ｓ１及び
Ｓ２、及び、長辺Ｌ１及びＬ２より内側に配置されている。
【００８４】
　このような第２実施形態によれば、局所的な応力歪の集中を抑制することができ、第１
乃至第３反射部ＰＲ１乃至ＰＲ３における樹脂層３４の上、及び、第１乃至第３透過部Ｐ
Ｔ１乃至ＰＴ３における図示しないオーバーコート層の上に配置された対向電極ＥＴの剥
離を抑制することができる。
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【００８５】
　したがって、対向電極ＥＴの剥離に起因した表示不良の発生及び気泡の発生を防止する
ことができ、表示品位を向上することが可能となるとともに、信頼性を向上することが可
能となる。
【００８６】
　なお、この第２実施形態では、緑色画素である第２画素ＰＸ２に形成された第２開口部
ＯＰ２が最も大きい場合について説明したが、第２画素ＰＸ２が青色画素や赤色画素であ
っても良い。
【００８７】
　また、この第２実施形態においても、第１実施形態において説明した変形例１乃至４の
いずれも適用可能であり、第２開口部ＯＰ２は、円形またはピンクッション形でも良いし
、複数の孔ＨＬまたは複数のスリットＳＬによって形成しても良い。
【００８８】
　以上説明したように、この実施の形態によれば、表示品位及び信頼性を向上することが
可能な液晶表示装置を提供することができる。
【００８９】
　なお、この発明は、上記実施形態そのものに限定されるものではなく、その実施の段階
ではその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態
に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例え
ば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異な
る実施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【符号の説明】
【００９０】
　ＬＰＮ…液晶表示パネル　ＡＲ…アレイ基板　ＣＴ…対向基板　ＬＱ…液晶層
　ＤＳＰ…アクティブエリア　ＰＸ…画素　ＰＲ…反射部　ＰＴ…透過部
　ＥＰ…画素電極　Ｒ…反射電極　Ｔ…透過電極
　３２…カラーフィルタ層　ＯＰ…開口部　ＨＬ…孔　ＳＬ…スリット
　３３…オーバーコート層　３４…樹脂層
　ＥＴ…対向電極
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够提高显示质量和可靠性的液晶显示装置。 解
决方案：布置在具有第一反射部分和第一透射部分的第一像素中的第一
滤色器层32G，以及形成在第一反射部分的第一滤色器层中的第一开口
OP1。 布置在第二像素中的第二滤色器层32B具有第二反射部分和第二
透射部分，以及比形成在第二反射部分的第二滤色器层中的第一开口小
的第二开口。 部分OP2，布置在第一至第二开口上的第一或第二滤色器
层和保护层，以及布置在第二开口的第二保护层上的第一反射部分和第
二反射部分 （1）一种液晶显示装置，包括：树脂层（34），其边缘形
成在所述开口部分的边缘的外侧；以及对电极（ET），其布置在所述保
护层和所述树脂层上。 [选择图]图5
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